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審査結果の概要（2,000字以内） 

	
 平成 26年 1月 29日に上記の委員により審査を実施した。提出された論文は、予備審査での指摘を
踏まえ修正されたもので、序章およびそれぞれ独立の３章からなり、生体内の細胞組織が液晶性を有

することから、集合形成機能を持つ低分子化合物が生体内で液晶性を特長とした薬理活性の発現を目

指している。具体的には以下の内容からなる。（１）液晶形成基を分子内に持つ低分子化合物が既知と

は異なる機構で高い血小板増殖促進性能を示すことを明らかにした。（２）慢性骨髄性白血病細胞株

K562 の増殖抑制に及ぼす効果を調べた結果、ピリミジン環が中央にある３環化合物でフェノール性
水酸基を持つ化合物がアポトーシス（自発的な細胞死）を誘導し、その IC50（コントロールに比べ増

殖を 50%抑制する濃度）が 7.2 µMであった。今後の開発におけるリード化合物となることがわかっ
た。（３）一級アルコールを持つ安息香酸エステル誘導体を合成し、固形がんである非小細胞肺がん細

胞株 A549 の増殖抑制に及ぼす効果と自己集合能との相関を調べた。上記化合物の薬理活性発現に関
与する分子間相互作用を検討する目的で、種々の二量体を合成し、A549 細胞増殖に及ぼす影響を調
べた。得られた結果から、既存のドラッグデリバリーシステムとは異なり、カプセル化を伴わずに、

薬剤自身が集合して膜を透過し、その後、細胞内で活性を発現する機構を提案している。 
	
 上記の内容について質疑応答がなされ、特に抗腫瘍活性発現の創薬指針について有用な知見が得ら

れているとの評価を得た。続いて平成 26 年 2 月 6 日に公聴会を実施した。参考論文として出版済み
の論文２編および印刷中が１編ある。その中で申請者が第１著者で査読付きの英文本論文が２編あり、

機能創成科学専攻の内規を満たしている。以上から提出された論文が学位申請論文として適合してい

ると判断し、合格とした。 
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